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議案第 65 号
行政不服審査会事務の受託について（御前崎市
牧之原市学校組合）

御前崎市牧之原市学校組合に関する行政不服審査会事務を御前崎市が受託するもの 全員一致で可決

認定第 1 号
平成 27 年度御前崎市一般会計歳入歳出決算の
認定について

歳入総額 158 億 4,043 万 3 千円、歳出総額 150 億 7,931 万 5 千円の決算 賛成多数で認定

認定第 2 号
平成 27 年度御前崎市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入総額 47 億 777 万 3 千円、歳出総額 44 億 8,423 万 3 千円の決算 全員一致で認定

認定第 3 号
平成 27 年度御前崎市後期高齢者医療保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 2 億 8,360 万 3 千円、歳出総額 2 億 7,623 万 8 千円の決算 全員一致で認定

認定第 4 号
平成 27 年度御前崎市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額 25 億 2,404 万 3 千円、歳出総額 24 億 1,341 万 4 千円の決算 全員一致で認定

認定第 5 号
平成 27 年度御前崎市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 3 億 5,045 万 3 千円、歳出総額 3 億 4,254 万 1 千円の決算 全員一致で認定

認定第 6 号
平成 27 年度御前崎市下水道事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 6 億 1,516 万 4 千円、歳出総額 5 億 8,896 万 3 千円の決算 全員一致で認定

認定第 7 号
平成 27 年度御前崎市工業団地建設事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

歳入総額 5 万 9 千円、歳出総額 0 円の決算 全員一致で認定

認定第 8 号
平成 27 年度御前崎市水道事業会計決算の認定
について

水道事業収益 10 億 214 万 1 千円、水道事業費用 10 億 214 万 1 千円、純損益 0 円の決算 全員一致で認定

認定第 9 号
平成 27 年度御前崎市病院事業会計決算の認
定について

病院事業収益 43 億 353 万 2 千円、病院事業費用 47 億 3,441 万 1 千円、純損失 4 億 3,087
万 9 千円の決算

全員一致で認定

認定第 10 号
平成 27 年度御前崎市池新田財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入総額 8,888 万 5 千円、歳出総額 6,627 万 7 千円の決算 賛成多数で認定

認定第 11 号
平成 27 年度御前崎市池新田西財産区特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入総額 5,664 万 1 千円、歳出総額 816 万 9 千円の決算 全員一致で認定

認定第 12 号
平成 27 年度御前崎市佐倉財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額 1,427 万 2 千円、歳出総額 536 万 7 千円の決算 全員一致で認定

認定第 13 号
平成 27 年度御前崎市比木財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額 275 万円、歳出総額 84 万 4 千円の決算 全員一致で認定

認定第 14 号
平成 27 年度御前崎市新野財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入総額 122 万 3 千円、歳出総額 23 万 4 千円の決算 全員一致で認定

※議長は採決には加わりません。
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認定第 1 号
平成 27 年度御前崎市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ × ○ ○

認定第 10 号
平成 27 年度御前崎市池新田財産区特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

◆賛否が分かれた議案

【
議
案
第
57
号
に
つ
い
て
】

問
あ
ら
さ
わ
ふ
る
里
公
園

の
観
察
小
屋
の
使
用
料

金
は
学
習
館

（大）
と
同
額
に
し
て

い
る
が
、
学
習
館

（小）
と
同
額
に

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か

答
観
察
小
屋
の
部
屋
の
広

さ
、
設
備
な
ど
が
学
習

館
（大）
と
同
程
度
と
判
断
し
、
使

用
料
金
を
設
定
し
ま
し
た
。

【
認
定
第
７
号
に
つ
い
て
】

問
工
業
団
地
は
こ
こ
数
年

事
業
が
な
い
が
、
特
別

会
計
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
後
も
事
業
を
継
続
し

て
い
く
の
か

答
今
後
も
可
能
性
が
あ
る

た
め
特
別
会
計
を
残
し

て
い
ま
す
。
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
認
定
第
10
号
に
つ
い
て
】

問
公
民
館
運
営
補
助
金
に

つ
い
て
、
池
新
田
財
産

区
が
ほ
か
の
財
産
区
と
比
べ
て

金
額
が
大
き
い
理
由
は

答 

池
新
田
財
産
区
に
つ
い

て
は
公
民
館
運
営
の
中

に
防
災
対
策
の
補
助
が
入
っ
て

い
る
た
め
、
ほ
か
の
財
産
区
と

比
べ
て
金
額
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

【
議
案
第
56
号
に
つ
い
て
】

問
介
護
保
険
条
例
の
改
正

は
生
活
支
援
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
整
備
を
図

る
た
め
の
準
備
作
業
を
す
る
と

い
う
内
容
だ
と
思
う
が
、
行
政

は
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
し
て

い
く
の
か

答
基
本
は
地
元
の
協
議
体

が
動
き
、
そ
れ
を
物
心

両
面
で
支
え
て
い
く
の
が
行
政

の
役
割
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

【
議
案
第
63
号
に
つ
い
て
】

問
御
前
崎
総
合
病
院
の
看

護
師
が
増
員
し
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は

答
外
科
病
棟
と
内
科
病
棟

が
１
病
棟
だ
と
看
護
が

大
変
だ
と
考
え
、
平
成
28
年
６

月
か
ら
病
棟
を
分
け
た
こ
と
、

ま
た
、
紹
介
会
社
を
通
じ
て
看

護
師
の
募
集
を
行
っ
た
こ
と
が

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
認
定
第
２
号
に
つ
い
て
】

問
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
は
基
金
が
約

３
億
５
千
万
円
あ
る
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
必
要
な

い
の
で
は

答
財
政
的
に
厳
し
い
年
も

あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
認
定
第
８
号
に
つ
い
て
】

問
水
道
事
業
会
計
で
は
約

１
億
円
の
企
業
債
が
あ

る
。
早
期
に
中
長
期
資
金
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

答
現
在
、
財
政
計
画
の
見

直
し
を
し
て
い
ま
す
。

執
行
部
、
財
政
部
局
と
協
議
を

し
て
、
今
後
の
水
道
事
業
に
お

け
る
見
通
し
を
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
認
定
第
９
号
に
つ
い
て
】

問
未
処
理
欠
損
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
処
理
す
る
の
か

答
27
年
度
と
同
様
に
、
資

本
金
の
減
少
額
を
欠
損

金
の
補
て
ん
に
充
て
る
こ
と
で

貸
借
対
照
表
上
の
欠
損
金
を
解

消
す
る
予
定
で
す
。

問
28
年
度
の
医
業
外
収
益

の
見
込
み
額
は

答
お
よ
そ
15
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問
病
院
は
で
き
た
と
き
か

ら
単
年
度
収
支
を
合
わ

せ
る
の
が
鉄
則
。
赤
字
幅
が
増

え
て
き
た
ら
補
正
を
し
て
、
不

能
欠
損
額
が
出
な
い
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
が

答
28
年
度
か
ら
収
支
均
衡

予
算
で
行
っ
て
い
る
の

で
、
欠
損
が
出
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

委
員
会
質
疑

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

※決算の金額については千円未満は四捨五入してあります。


